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立春とは言うものの、まだまだ春は遠く感じられますね。皆さんは風邪をひいたりしていませんか？さて、今月

は日本列島の長さを実感させられる季節かもしれません。なぜなら、北海道では札幌雪まつり、秋田では横手のか

まくら、山形では樹氷まつりなどが行われる一方、沖縄では桜、四国や九州では梅の開花のニュースが聞こえてき

ます。厳しい冬をまだまだ感じている地域もあれば、近づく春を感じている地域もある、日本という国はおもしろ

いものですよね。ところで話は変わりますが、去年の今頃はロシアのソチで冬季五輪が開催されていました。日本

選手の獲得した金メダルはフィギュアスケート男子の羽生結弦選手だけでしたが、その他の競技においては銀メダ

ル４個、銅メダル３個を獲得しました。また、メダルを獲得できなくても、私たちの心に多くの感動を与えてくれ

た選手もたくさんいましたよね。そんな冬季五輪ですが、昨年の 11 月、北海道札幌市が 2026 年の開催地として

立候補を表明しました。札幌といえば 1972 年の開催地であり、この時『日の丸飛行隊』と呼ばれた日本選手が、

スキージャンプ７０ｍ級で１～３位まで表彰台を独占するという偉業を成し遂げました。その後、1998 年には長

野で開催され、冬季五輪史上初の２桁のメダル獲得（金５・銀１・銅４）を果たします。こういった結果を見ると

五輪の母国開催というのは、選手にとってとても大きな力になるのでしょう。もし１２年後の五輪開催が札幌に決

まれば、“レジェンド”と呼ばれるスキージャンパーの葛西紀明選手は、地元で行われる札幌大会にぜひ出場したい

と話しているそうです。もしそれが実現すれば、葛西選手は 53 歳での出場になります。葛西選手は今シーズン、

すでに自身の持つ最年長優勝記録をさらに伸ばしました。限界を作らず挑戦し続ける姿は、若い世代はもちろんの

こと、同世代の方々にもどれだけ勇気と元気を与えていることでしょう。私たちも何か目標を持って挑戦しなけれ

ば！と感じさせられます。                 H & O H（健康と口福）代表 上田 倫生 

 

 


